
成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

1

救急患者数、ドクヘ

リ、ドクターカー等

受入件数

（駒ヶ根：措置入院

件数）

救急搬送される患者の大

部分を受け入れる第二次

救急医療機関としての役

割を果たすことにより、

地域医療に貢献する。

「高齢化の進展に伴う軽

症、中等症患者の救急搬

送の増加に対応するため

の救急医療体制の整備」

に資する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について

保健医療計画

1 6 0 7 ◎
救急車応需率

（複数人）

救急車応需率

（定義をする）

救急車で来院し

た患者数/救急車

受け入れ要請人

数（QIプロジェ

クトの定義）

応需率（信州医療

センター）、救急

患者数、救急車受

入台数(No.7と統

合)

4 2 0 6

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

2 手術件数

当該公立病院が、その果

たすべき役割に沿った、

質の高い医療機能を十分

に発揮する観点

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

2 5 0 7 ◎
全身麻酔手術

件数を加える

（複数人）

手術件数に全身

麻酔手術件数を

加える

0 0 0 0

手術件数に全身麻

酔手術件数を加え

る

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

3 へき地巡回診療数
「無医地区、準無医地区

等における地域住民への

医療の提供」に資する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
3 2 1 6 △

へき地巡回診

療回数とす

る。オンライ

ンの回数も加

える（川合委

員）

7 0 0 7

へき地巡回診療回

数とする。オンラ

インの回数も加え

る（川合委員）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

4 分娩件数

「正常分娩（リスクの低

い帝王切開術を含む）や

妊婦健診等を含めた分娩

前後の診療を安全に実施

する周産期医療の提供体

制を維持」に資する

保健医療計画 4 2 0 6 × 0 0 0 0 分娩件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

5
産後ケアの実施状

況

「産後うつ等の以上の早

期発見、早期治療及び早

期支援のため精神科医療

機関及び保険関係機関等

との連携が必要」に資す

る

保健医療計画 3 2 2 7 ○

産後ケア事業

実施件数（母

の数）（濱野

院長）

7 0 0 7

産後ケア事業実施

件数（母の数）

（濱野院長）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

6 在宅医療件数

「在宅医療は、高齢に

なっても、病気や障害の

有無にかかわらず、住み

慣れた地域で自分らしい

生活を続けられるよう、

入院医療や外来医療、介

護、福祉サービスと相互

に補完しながら、患者の

日常生活を支える」こと

に資する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
5 1 0 6 × 0 0 0 0 在宅医療件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

7 救急車受入件数

救急搬送される患者の大

部分を受け入れる第二次

救急医療機関としての役

割を果たすことにより、

地域医療に貢献する。

「高齢化の進展に伴う軽

症、中等症患者の救急搬

送の増加に対応するため

の救急医療体制の整備」

に資する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について

保健医療計画

3 3 1 7 ○

No.1に含める

（小口委員

長、川合委

員、日向事務

局長）

7 0 0 7

No.1に含める（小

口委員長、川合委

員、日向事務局

長）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

8

人間ドック等各種

検診の実績、特定

保健指導実施者数

「生活習慣病の発症予防

と重症化予防の徹底に努

める」ことに資する

保健医療計画 6 1 0 7 ×

人間ドック等各種

検診の実績、特定

保健指導実施者数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－１

地域医療

の提供

9

高度医療機器の共

同利用件数（リニ

アック、ガンマカ

メラ等）、高額医

療機器の利用状況

地域の医療機関との連携

の実績を測る指標になる

ことから

3 3 1 7 ○

医療機器の共

同利用件数を

小項目1-2で評

価（濱野院

長、日向事務

局長、打田課

長）

7 0 0 7

医療機器の共同利

用件数を小項目1-

2で評価（濱野院

長、日向事務局

長、打田課長）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

10

コロナウイルス感染

症に関する指標（当

面の間。現在の受入

数等）＋手指消毒剤

使用料

令和6年度以降評価指標

にできるか要検討

令和6年度以降評価指標

にできるか要検討
2 2 3 7 ◎

単に実績報告

書に記載する

扱いとする

単に実績報告

書に記載する

扱いとする

※感染症対策と

して消毒量の使

用を検討

0 0 0 0

単に実績報告書に

記載する扱いとす

る

※感染症対策とし

て消毒量の使用を

検討

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

11

新生児マススクリーニ

ング検査等の高度検査

機器を活用した遺伝子

検査件数、NICU稼働

率

「新生児の先天性代謝異

常等の早期発見及び早期

治療」に資する

保健医療計画 3 2 1 6 △

PICU,NICU稼

働率とする

（川合委員）

新生児マススクリー

ニング検査等の高度

検査機器を活用した

遺伝子検査件数、

PICU及びNICU稼

働率(以上こども)

5 2 0 7

資料1-2

現状77指標が過半数の○(黄色セ

ル時点) 当初提示：97指標

1/8



成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

12

成人移行期介入患者数

（他に、成人先天性心

疾患に対する診療実

績）

「移行期医療では、疾患

の性質や重症度、重複す

る疾患の有無、地域性等

を考慮した多職種による

包括的支援が必要」に資

する

保健医療計画 5 0 1 6 ×

成人移行期介入患

者数（他に、成人

先天性心疾患に対

する診療実績）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

13

小児がんフォローアッ

プ外来実績（他に、あ

たまの形、成育女性、

周術期術前、薬剤師の

各外来あり）

がん治療機能「 治療後

のフォローアップを行う

こと」に資する

成育女性、周術期につい

ても記載有

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
4 1 1 6 ×

小児がんフォロー

アップ外来実績

（他に、あたまの

形、成育女性、周

術期術前、薬剤師

の各外来）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

14

ｒ-ＴＭＳ件数、m-

ECT件数、ウォークイ

ン救急患者数

「mECT 等の専門的治療

方法が必要な時に必要な

場所で受けられるよう

に、それぞれの地域の実

情を踏まえた地域連携体

制を構築する」ことに資

する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
4 3 0 7 ×

ｒ-ＴＭＳ件数、

m-ECT件数、

ウォークイン救急

患者数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

15
児童虐待・自殺企図児

童の新規入院数

各疾患、領域【児童・思

春期精神疾患（知的障

害、発達障害含む）】そ

れぞれについての入院・

外来患者数

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
3 1 2 6 △

児童思春期入

院患者数（埼

玉県を参考。

目標は設けな

い）

6 1 0 7

児童思春期入院患

者数（埼玉県を参

考。目標は設けな

い）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

16
発達障がい専門外来実

績

各疾患、領域【児童・思

春期精神疾患（知的障

害、発達障害含む）】そ

れぞれについての入院・

外来患者数

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
4 2 1 7 ×

発達障がい専門外

来実績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

17
がん相談支援センター

件数

がんの医療体制構築に係

る現状把握のための指標

例

「がん相談支援センター

における相談件数」

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
4 3 0 7 ×

がん相談支援セン

ター件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

18

ピロリ菌抗体検査件数

→指標として採用しな

い

国指針以外のがん検診の

内容…「ヘリコバクター

ピロリ抗体」

保健医療計画 3 0 4 7 ×

ピロリ菌抗体検査

件数

→指標として採用

しない

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－２

高度・専

門医療の

提供

19

リハビリ患者数（脳血

管・廃用・運動器・呼

吸器、早期リハ加算、

訪問リハビリ　等）

医療機関におけるリハビ

リテーションから、地域

における居

住生活の維持向上を目指

す生活期リハビリテー

ションを切れ目なく提供

できる体

制の整備が求められる

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
6 1 0 7 ×

リハビリ患者数

（脳血管・廃用・

運動器・呼吸器、

早期リハ加算、訪

問リハビリ　等）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－３

災害医療

等の提供

20
ＤＭＡＴ、ＤＰ

ＡＴ派遣件数

災害急性期（概ね発災後

48 時間）にトレーニン

グを受けた医療チームが

災害現場へできるだけ早

期に出向いて救命医療を

行うことが、予防できる

被災者の死の回避につな

がることから

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
3 2 2 7 ○

DMAT・DPAT

隊員数（川合

委員、打田課

長）

DMAT,DPAT派遣

件数（目標は設定

せず実績の推移を

参考にする）及び

隊員数(駒ヶ根、木

曽)

4 2 1 7

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－３

災害医療

等の提供

21
訓練等の実施状況（年

間実施件数）

ＤＭＡＴ指定病院は、災

害医療を提供する上で中

心的な役割を担うことか

ら、さらにその機能を強

化することが必要

保健医療計画 4 2 1 7 ×
訓練等の実施状況

（年間実施件数）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－４

認知症の

専門医療

の提供

22
専門医療相談件数

（駒ヶ根・阿南）

「認知症の症状や認知症

の早期発見・早期対応、

軽度認知障害に関する知

識の普及啓発を進め、本

人や家族等が小さな異変

を感じたときに速やかに

適切な機関に相談できる

ようにすること」に資す

る

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
5 2 0 7 ×

専門医療相談件数

（駒ヶ根・阿南）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－４

認知症の

専門医療

の提供

23 物忘れ外来件数

「認知症の人が早期の診

断や周辺症状への対応を

含む治療を受け、できる

限り住み慣れた地域で生

活を継続できる」体制に

資する

保健医療計画 5 2 0 7 × 0 0 0 0 物忘れ外来件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－４

認知症の

専門医療

の提供

24

鑑別診断件数、ラウン

ド件数、訪問支援、ピ

ア活動等

「認知症疾患医療セン

ターは、地域の認知症に

関する医療提供体制の中

核として、（中略）認知

症の速やかな鑑別診断、

（中略）を行うこと。」

とされていることから

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
4 2 1 7 ×

鑑別診断件数、ラ

ウンド件数、訪問

支援、ピア活動等
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成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－５

介護サー

ビスの提

供

25
介護老人保健施設利用

実績

老健施設について、地域

包括ケアシステムを構築

する上で、医療から介護

への円滑な移行、そして

自宅での生活につなげる

ことが重要であるため

地域医療機能推進機構

【参考：指標は老健の在

宅復帰率】

7 0 0 7 ×
介護老人保健施設

利用実績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－５

介護サー

ビスの提

供

26
訪問看護ステーション

利用実績

地域の医療事情に応じな

がら在宅医療支援の充実

を図るため

国立病院機構 5 1 0 6 ×
訪問看護ステー

ション利用実績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－１　県

立病院が

担うべき

医療等の

提供

細項目１

－１－５

介護サー

ビスの提

供

27 介護医療院利用実績

「地域の実情に応じた切

れ目のない在宅医療・介

護提供体制の構築」に資

する

保健医療計画 7 0 0 7 ×
介護医療院利用実

績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－１

地域医療

構想への

対応

28 介護医療院利用実績

「地域の実情に応じた切

れ目のない在宅医療・介

護提供体制の構築」に資

する

保健医療計画 3 0 2 5 ×
介護医療院利用実

績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－２

地域包括

ケアシス

テムの推

進

29 紹介率

地域の医療機関との連携

の実績を測る指標になる

ことから

6 0 0 6 × 紹介率

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－２

地域包括

ケアシス

テムの推

進

30 逆紹介率

地域の医療機関との連携

の実績を測る指標になる

ことから

6 0 0 6 × 逆紹介率

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－２

地域包括

ケアシス

テムの推

進

31
地域包括ケア病床の稼

働率（コロナ収束後）

地域医療提供体制の確保

と地域包括ケアシステム

は密接に結びついてい

る。また、急性期機能を

担う病床を地域包括ケア

病棟などの回復期機能を

担う病床等に転換した結

果、病床利用率や収支が

改善した事例があること

から。

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 1 2 7 ×

地域包括ケア病床

の稼働率（コロナ

収束後）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－３

地域の保

健・福祉

関係機関

等との連

携の推進

32
内視鏡検査件数（信

州）

内視鏡を用いたがん検診

等で「生活習慣病の発症

予防と重症化予防の徹底

に努める」ことに資する

保健医療計画 5 0 1 6 ×
内視鏡検査件数

（信州）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－３

地域の保

健・福祉

関係機関

等との連

携の推進

33
市町村等と連携した研

修会等への参加件数

地域医療の質の向上に貢

献するためには、地域の

医療従事者及び地域住民

に対する教育研修を充実

させることが重要である

ため

国立病院機構 2 5 0 7 ◎
公開講座の実

施回数（複数

人）

公開講座の

実施回数

（信大附属

病院を参考

にして定義

をする）

年度1年間に自院

が主催した市民

向け及び医療従

事者向けの講演

会、セミナーな

どの開催数（交

流目的、院内職

員向け、入院患

者向けは含まな

い）※信州大学

附属病院向けの

定義と同じ

6 0 0 6

公開講座の実施回

数（信大附属病院

を参考にして定義

をする）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－２　地

域連携の

推進

細項目１

－２－３

地域の保

健・福祉

関係機関

等との連

携の推進

34

市町村事業への参画に

係るもの（住民健診の

件数、講師派遣など）

地域医療の質の向上に貢

献するためには、地域の

医療従事者及び地域住民

に対する教育研修を充実

させることが重要である

ため

国立病院機構 4 2 1 7 ×

市町村事業への参

画に係るもの（住

民健診の件数、講

師派遣など）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－１

県内医療

に貢献す

る医師の

確保・養

成

35
研修医、医学生受入実

績

県内の臨床研修医を増や

すことは、将来に向けた

医師不足の解消に効果的

であることから

保健医療計画 5 2 0 7 ×
研修医、医学生受

入実績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－２

県内医療

に貢献す

る医師の

確保・養

成

36
寄附講座開講実績（寄

付金額）

当該医学分野の教育研究

活動において相互に連

携・協力することによ

り、県内の医療水準の向

上を図る（地域医療への

貢献）

専門領域における知的探

究心に溢れた優れた人材

を確保する（人材の確

保）

こども病院プレスリリース 4 0 3 7 ×
寄附講座開講実績

（寄付金額）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－３

県内医療

に貢献す

る医師の

確保・養

成

37
初期研修医のマッチン

グ率

県内の臨床研修医を増や

すことは、将来に向けた

医師不足の解消に効果的

であることから

保健医療計画 2 2 3 7 ○

No.35（研修

医、医学生受

入実績）と統

合してよいか

6 1 0 7

No.35（研修医、

医学生受入実績）

と統合

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－２

機構職員

の養成

38 研修実施回数

医療従事者が知識・技能

を習得するための研修等

への参加は質の高い医療

提供体制の確保のために

重要

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 2 1 7 × 研修実施回数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－３

機構職員

の養成

39 研修受講人数

医療従事者が知識・技能

を習得するための研修等

への参加は質の高い医療

提供体制の確保のために

重要

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 2 0 7 × 研修受講人数
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成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－４

機構職員

の養成

40
看護師特定行為研修

（内部人数）

特定行為研修は、専門的

な知識及び技能の向上を

図り、質の高い看護師を

育成するものであること

から

国立病院機構 4 3 0 7 ×
看護師特定行為研

修（内部人数）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－５

機構職員

の養成

41 認定看護師人数

各専門領域における高度

な専門的知識・技能を有

する専門・認定看護師及

び専門・認定薬剤師等の

配置は、医療の高度化・

複雑化に対応するための

チーム医療の推進に資す

る

国立病院機構 2 5 0 7 ◎

「看護師100人

あたりの専

門・認定看護

師数」（濱野

院長）

5年ごとの認

定・専門看護

師

0 0 0 0
5年ごとの認定・専

門看護師

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－３

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

42
スキルスラボ及びシ

ミュレーター使用実績

医療従事者が知識・技能

を習得するための研修等

への参加は質の高い医療

提供体制の確保のために

重要

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 1 0 6 ×

スキルスラボ及び

シミュレーター使

用実績

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－３　医

療従事者

の養成と

専門性の

向上

細項目１

－３－４

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

43 学生受入人数、件数

質の高い医療従事者の育

成のためには、医師、看

護師、薬剤師等を目指す

学生に対する卒前教育が

重要であることから

国立病院機構 6 1 0 7 ×
学生受入人数、件

数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－３－５

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

44
看護師特定行為研修

（外部人数）

高度な判断能力と実践能

力を持つ特定行為を実施

できる看護師の配置は、

スキルミックスによる

チーム医療の提供や、医

師の業務に係るタスク・

シフティング（業務の移

管）、タスク・シェアリ

ング（業務の共同化）に

も資するため

国立病院機構 5 1 1 7 ×
看護師特定行為研

修（外部人数）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－３－６

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

45
看護師国家試験の合格

率

地域医療を担う看護師を

養成することで、「看護

職員の新規養成数を確保

し、県内への就業率の向

上」に資する

保健医療計画 6 0 0 6 ×
看護師国家試験の

合格率

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－３－７

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

46

入学願書の提出者数

（もしくは入学試験の

受験者数）

地域医療を担う看護師を

養成することで、「看護

職員の新規養成数を確保

し、県内への就業率の向

上」に資する

保健医療計画 4 2 0 6 ×

入学願書の提出者

数（もしくは入学

試験の受験者数）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－３－８

県内医療

技術者の

技術水準

の向上へ

の貢献

47
卒業生の進路状況（県

内就職率を含む）

地域医療を担う看護師を

養成することで、「看護

職員の新規養成数を確保

し、県内への就業率の向

上」に資する

保健医療計画 6 0 0 6 ×

卒業生の進路状況

（県内就職率を含

む）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－１

より安全

で信頼で

きる医療

の提供

48

医療安全研修の開催

数、受講率、インシデ

ント報告総数に対する

０レベル報告比率

「県民誰もが身近なとこ

ろで安全かつ効率的で質

の高い医療を受けること

ができる体制」の構築に

資する

保健医療計画 2 5 0 7 ◎

医療安全研修会受

講率（変更）、感

染対策研修会受講

率（変更）、イン

シデント報告総数

に対する０レベル

報告比率

※研修会受講率は

医療法に基づく研

修会（年２回）に

限定（小口委員

長、川合委員、打

田課長）

医療安全研修会

受講率（変

更）、感染対策

研修会受講率

（変更）、イン

シデント報告総

数に対する０レ

ベル報告比率

※研修会受講率

は医療法に基づ

く研修会（年２

回）に限定

0 0 0 0

医療安全研修会受

講率（変更）、感

染対策研修会受講

率（変更）、イン

シデント報告総数

に対する０レベル

報告比率

※研修会受講率は

医療法に基づく研

修会（年２回）に

限定

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－１

より安全

で信頼で

きる医療

の提供

49

医療の質指標（CI、

QI）

→入院患者の転倒・転

落発生率、血液培養 2

セット実施率、d2（真

皮までの損傷）以上の

褥瘡発生率、身体拘束

率

自院の診療の質が経時的

に公表されることで、各

病院のPDCAサイクルを

運営管理の手法に組み込

むことを促すため

QIプロジェクト 5 2 0 7 ×

医療の質指標

（CI、QI）

→入院患者の転

倒・転落発生率、

血液培養 2 セット

実施率、d2（真皮

までの損傷）以上

の褥瘡発生率、身

体拘束率

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

50
クリニカルパス（クリ

ティカルパス）使用率

クリティカルパスの実施

は、診療計画及び実施プ

ロセスを標準化すること

により、チーム医療の実

現や医療の質の向上に資

するほか、インフォーム

ドコンセントを着実に実

施することで、患者満足

度を向上させる効果が期

待できるため

国立病院機構 4 3 0 7 ×

クリニカルパス

（クリティカルパ

ス）使用率

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

51

入退院支援加算算定件

数、入院時支援加算算

定件数

加算を実現することは、

「医療機能の適切な分化

と連携を進め、地域全体

で医療を支える体制の構

築を目指す」ことに資す

る

・病気になり入院して

も、住み慣れた地域で継

続して生活できる

・入院前から関係者との

連携を推進するために、

入院前からの支援の強化

や退院時の地域の関係者

との連携を推進する

保健医療計画

H30診療報酬改定の概要
7 0 0 7 ×

入退院支援加算算

定件数、入院時支

援加算算定件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

52

患者満足度調査の結果

（指標については検

討）

「患者や住民が安心して

病期に適した質の高い医

療を受けられる体制を確

保する」ことに資する

保健医療計画 6 0 1 7 ×

患者満足度調査の

結果（指標につい

ては検討）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

53
退院患者在宅復帰率

（信州）

心疾患、認知症の対策に

おいて「速やかな在宅復

帰」に関する記載有

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について

保健医療計画

4 2 1 7 ×
退院患者在宅復帰

率（信州）

4/8



成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

54 再入院率（駒ヶ根）

都道府県は、精神疾患の

医療体制を構築するに当

たって、以下に示す項目

を参考に、患者動向、医

療資源及び医療連携等に

ついて、現状を把握する

こと。

（抜粋）患者動向に関す

る情報　３か月以内再入

院率

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
6 0 1 7 ×

再入院率（駒ヶ

根）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－２

医療等

サービス

の一層の

向上

55
就学、就労支援実績

（こども）

小児がん患者は、治療後

も、発育、臓器障害、高

次脳機能障害などの問題

があり、診断後長期にわ

たって日常生活や就学、

就労に支障が生じること

から、長期的な支援や配

慮が必要です。

保健医療計画 4 1 2 7 ×
就学、就労支援実

績（こども）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－３

先端技術

の活用

56

情報通信技術を用いた

医療・介護サービスの

提供、医師負担の軽減

に係る取組実績（オン

ライン診療件数、ＡＩ

問診実施件数等）

へき地における医療機関

の抱える時間的・距離的

制約に対応することに資

する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
5 0 2 7 ×

情報通信技術を用

いた医療・介護

サービスの提供、

医師負担の軽減に

係る取組実績（オ

ンライン診療件

数、ＡＩ問診実施

件数等）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－３

先端技術

の活用

57

手術ナビゲーションシ

ステムを用いた手術件

数

医療従事者が知識・技能

を習得するための研修等

への参加は質の高い医療

提供体制の確保のために

重要

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

3 1 3 7 ○

削除（他県が採

用している指標

のナビゲーショ

ンシステムの件

数は術中のシス

テムで、機構の

病院にはない。

対象とする範囲

の絞り込みが困

難なため）

7 0 0 7

削除（他県が採用

している指標のナ

ビゲーションシス

テムの件数は術中

のシステムで、機

構の病院にはな

い。対象とする範

囲の絞り込みが困

難なため）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－３

先端技術

の活用

58 ｒ-ＴＭＳ件数

「mECT 等の専門的治療

方法が必要な時に必要な

場所で受けられるよう

に、それぞれの地域の実

情を踏まえた地域連携体

制を構築する」ことに資

する

疾病・事業及び在宅医療

に係る医療体制について
6 0 1 7 × ｒ-ＴＭＳ件数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－４

信州大学

等との連

携

59

連携大学院に係る実績

（入学者数、セミナー

開催回数）

当該医学分野の教育研究

活動において相互に連

携・協力することによ

り、県内の医療水準の向

上を図る（地域医療への

貢献）

専門領域における知的探

究心に溢れた優れた人材

を確保する（人材の確

保）

こども病院プレスリリー

ス
5 0 2 7 ×

連携大学院に係る

実績（入学者数、

セミナー開催回

数）

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－４

信州大学

等との連

携

60
連携大学院生による学

術論文寄稿数

「研究により得られた成

果を広く情報発信する」

ことに資する

国立病院機構 5 1 1 7 ×
連携大学院生によ

る学術論文寄稿数

大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－４

信州大学

等との連

携

61

長野県移行期医療支援

センターとの連携（連

携会議の開催回数、シ

ンポジウムの開催と参

加人数）

「医療的ケア児等の状況

に応じた療養・療育環境

への移行のための、関係

機関の連携による支援体

制の構築支援」に資する

保健医療計画 5 0 2 7 ×

長野県移行期医療

支援センターとの

連携（連携会議の

開催回数、シンポ

ジウムの開催と参

加人数）
大項目１　県民に

対して提供する

サービスその他の

業務の質の向上に

関する目標を達成

するためにとるべ

き措置

小項目１

－４　医

療の質の

向上に関

すること

細項目１

－４－５

医療に関

する研究

及び調査

の推進

62
研究調査に関する倫理

申請件数

「質の高い標準的な医療

を広く提供するための医

学的根拠を確立する」こ

とに資する

国立病院機構 5 1 1 7 ×
研究調査に関する

倫理申請件数

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－１　業

務運営体

制の強化

63
職員給与費対医業収益

比率

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

6 1 1 8 ×
職員給与費対医業

収益比率

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－２　働

き方改革

への対応

64 超過勤務時間の実績

「「働き方改革」を実現

するため、職員全体の勤

務環境の改善に取り組む

こと」が重要であること

から

国立病院機構

地域医療機能推進機構

（厚労省「働き方改

革」：働く方の置かれた

個々の事情に応じ、多様

な働き方を選択できる社

会を実現する）

4 4 0 8 △

職種ごと1人

当たり時間数

＋規定時間超

の職員数（川

合、鮎澤委

員）

6 2 0 8

職種ごと1人当たり

時間数＋規定時間

超の職員数（川

合、鮎澤委員）

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－２　働

き方改革

への対応

65

医師事務作業補助

者体制加算の取得

状況

「コメディカルの確保・

育成も、質の高い医療提

供体制の確保に加え、医

師の負担軽減のためのタ

スクシフト／シェアの担

い手の確保という観点か

らも重要である」ことか

ら

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 3 1 8 △

「医師事務作業

補助者１名あた

りの病床数」

（濱野院長）

医師事務作業補助

者１名あたりの病

床数

目標値は設けずに

増減で評価

4 4 0 8
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成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－２　働

き方改革

への対応

66
看護補助者体制加

算の取得状況

「コメディカルの確保・

育成も、質の高い医療提

供体制の確保に加え、医

師の負担軽減のためのタ

スクシフト／シェアの担

い手の確保という観点か

らも重要である」ことか

ら

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 2 2 8 △
看護補助者数

（打田課長）

看護助手１名当た

りの入院者数

目標値は設けずに

増減で評価

3 5 0 8

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－２　働

き方改革

への対応

67

時間当たりの労働

生産性

（他に、経営改善

実績等あり）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

3 3 2 8 ○

タスクシフティン

グの状況を定量化

（栄養食事指導件

数、薬剤指導件

数、検査技師の採

決回数、リハビリ

単位数など）（川

合委員）

この指標を小項目

2-1（業務運営体

制の強化）に移

す。

その上で、労働生

産性か職員1人あ

たり医業収益かで

評価したい

2 6 0 8

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－３　職

員の勤務

環境の向

上

68
年休取得率、職場環境

満足度調査

「各公立病院において

は、（中略）勤務環境の

整備など、医師・看護師

等の医療従事者を確保す

るための取組」に資する

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 2 0 7 ×
年休取得率、職場

環境満足度調査

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－３　職

員の勤務

環境の向

上

69 育休取得率

「各公立病院において

は、（中略）勤務環境の

整備など、医師・看護師

等の医療従事者を確保す

るための取組」に資する

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 3 0 8 × 育休取得率

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－３　職

員の勤務

環境の向

上

70
職員の離職率（看護

職）

「各公立病院において

は、（中略）勤務環境の

整備など、医師・看護師

等の医療従事者を確保す

るための取組」に資する

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

6 2 0 8 ×
職員の離職率（看

護職）

大項目２　業務運

営の改善及び効率

化に関する目標を

達成するためにと

るべき措置

小項目２

－３　職

員の勤務

環境の向

上

71

ストレスチェック

及びメンタルヘル

ス巡回相談の実績

県内医療機関の勤務環境

改善に関する課題の具体

的内容…メンタルヘルス

の選択肢有

保健医療計画 3 3 2 8 ○
メンタルヘルス巡

回相談の実績（事

務局案の修正）

メンタルヘルス相

談（回数等）の実

績（「巡回」を削

除）

3 5 0 8

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－１　経

常黒字の

維持

72

経常黒字かどうか

→持続可能な病院経営

を目指すにあたって、

経常黒字は有効に測れ

る指標ではないため、

他の指標を模索したい

0 3 2 5 ◎

経常収支比率100%

は目標としない見

込→目標に定める

経常収支比率の達

成（事務局案）

経常収支比率

100%
0 0 0 0

経常収支比率

100%

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－１　持

続可能な

病院経営

のための

収支改善

73

資金収支（予算と決算

報告書上の収支及び資

金計画とCF計算書の収

支の対比）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 1 0 6 ×

資金収支（予算と

決算報告書上の収

支及び資金計画と

CF計算書の収支の

対比）

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

74 患者数（入院・外来）

入院、外来等の分野か

ら、病院の質を示す一般

的な指標であることから

大阪府立病院機構 2 3 0 5 ◎

新規入院、新規外

来各患者数を加え

る（川合委員、打

田課長）

新規入院、新規

外来各患者数を

加える

0 0 0 0

患者数（延・新規

入院、延・新規外

来各患者数）

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

75 病床利用率

入院、外来等の分野か

ら、病院の質を示す一般

的な指標であることから

大阪府立病院機構 2 3 0 5 ◎ 病床稼働率
事務局がどちら

が適切かを検討

両方を併記して推

移を確認する（目

標設定の際は同規

模病院の数値を参

考にする）

7 1 0 8 病床利用・稼働率

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

76 医業収益

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

5 1 0 6 × 医業収益
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成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

77 医業収支比率

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

5 1 0 6 × 医業収支比率

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

78
１人１日当たりの診療

単価（入院・外来）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

4 2 0 6 ×

１人１日当たりの

診療単価（入院・

外来）

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

79
医師（看護師）１人当

たり入院・外来収入

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

4 1 1 6 ×

医師（看護師）１

人当たり入院・外

来収入

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

80 平均在院日数

入院、外来等の分野か

ら、病院の質を示す一般

的な指標であることから

大阪府立病院機構 5 0 0 5 × 平均在院日数

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

81 経常収支比率

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

5 0 0 5 × 経常収支比率

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

82
医業収支比率

修正医業収支比率のみ
3 2 1 6 ×

重複のため削

除
0 0 0 0 重複のため削除

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

83

修正医業収支比率（運

営費負担金を除いた医

業収支比率）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

5 1 0 6 ×

修正医業収支比率

（運営費負担金を

除いた医業収支比

率）

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

84

ＤＰＣ入院期間Ⅱ以

内率、副傷病名選択

率、緊急入院に占め

る救急医療入院割合

入院期間Ⅰ日、全国の平

均在院日数となる入院期

間Ⅱ日、入院期間Ⅲ日と

期間ごとに点数が逓減さ

れる→収入確保の観点

2 3 0 5 ◎

DPC入院期間Ⅱ以

内退院率（変

更）、DPC医療機

関別係数、基礎係

数、機能評価係数

Ⅰ、機能評価係数

Ⅱ（追加）（打田

課長）

DPC入院期間Ⅱ

以内退院率（変

更）、DPC医療

機関別係数、基

礎係数、機能評

価係数Ⅰ、機能

評価係数Ⅱ（追

加）

DPC対象病院のみ、

以下2点を評価

●DPC入院期間Ⅱ以

内退院率(目標値を

設ける)

●DPC医療機関別係

数（基礎係数、機能

評価係数Ⅰ、機能評

価係数Ⅱ。実績の推

移のみ確認）

0 0 0 0

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－１

収益の確

保

85
施設基準の届け出

状況

「当該病院の果たすべき

役割・機能に的確に対応

した施設基準・人員配置

となるよう体制整備を行

うことにより医療の質の

向上や効率化を図る」こ

とに資する

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

3 1 2 6 △

No.84（DPC入院

期間Ⅱ以内退院

率、DPC医療機関

別係数、基礎係

数、機能評価係数

Ⅰ、機能評価係数

Ⅱ）と統合して削

除

削除 6 2 0 8

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

86 医業費用

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 1 1 6 × 医業費用

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

87 医薬品費削減額

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

3 2 1 6 △

費用抑制の目的

を考慮すると

No.89(薬品費対

修正医業収支比

率）と重複して

いるため統合し

て削除

7 1 0 8

費用抑制の目的を

考慮すると

No.89(薬品費対修

正医業収支比率）

と重複しているた

め統合して削除

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

88

職員数と給与費の状

況、労働分配率または

修正給与費等負荷比率

職員数、給与費を適正な

水準に保つこと＝「経営

の効率化は、地域の医療

提供体制を確保し、良質

な医療を継続的に提供し

ていくためには、避けて

通れないものであり、医

療の質の向上等による収

入確保や医薬品費、医療

材料費等の経費節減に積

極的に取り組むことが重

要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

3 0 2 5 ×

職員数と給与費の

状況、労働分配率

または修正給与費

等負荷比率

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

89

材料費、薬剤費、委託

費、職員給与費、減価

償却費などの対修正医

業収支比率

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

4 2 0 6 ×

材料費、薬剤費、

委託費、職員給与

費、減価償却費な

どの対修正医業収

支比率
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成果指標（議論した指標一覧）

○ 11 66 × 97 97 97 64 9 1 10 10 11 9 1 10

大項目 小項目 細項目
指標

No.
指標案

第4期に向けた

指標設定の狙い

(案)

左記の出典

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

当初

議論

対象

8/22 各構成員の

意見を確認した

上での事務局案

8月22日の議論

8月22日を受けた

事務局意見（定

義等）

11/21 各構成員の意見

を確認した上での事務

局案

○

の

数

△

の

数

×

の

数

分

母

結論(緑:過半数の

○)

資料1-2

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

90 100床当たりの職員数

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

3 1 2 6 △

病院毎の値を大

項目２に移動し

て採用（鮎澤委

員）

※目標値は設け

ず、変動を評価

の参考とする

6 2 0 8

病院毎の値を大項

目２に移動して採

用（鮎澤委員）

※目標値は設け

ず、変動を評価の

参考とする

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

91

後発医薬品（ジェネ

リック医薬品）の使用

割合

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

5 1 0 6 ×

後発医薬品（ジェ

ネリック医薬品）

の使用割合

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

92
バイオシミラー使用割

合

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

1 2 2 5 ○

No.91（ジェネ

リック）と重複

する、品数が少

なく抑制につな

がりづらいため

削除

8 0 0 8

No.91（ジェネ

リック）と重複す

る、品数が少なく

抑制につながりづ

らいため削除

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

93
累積欠損金比率（中期

計画評価のみ）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

3 1 1 5 ×

累積欠損金比率

（中期計画評価の

み）

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

94

不良債務比率

→医業未収金比率

（直接の関係はない

が、他県状況より、未

収金に関する指標が必

要）

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン（指標例にあり）

2 3 1 6 ○

経営改善に対す

るインパクトが

弱め（R4医業収

益17億に対し貸

倒引当金3千万円

程度）なため削

除

未収金の推移（実

績の推移のみ確

認）

6 2 0 8

大項目３　財務内

容の改善に関する

事項

小項目３

－２　経

常基盤の

強化

細項目３

－２－２

費用の抑

制

95
収益的収支＋資本的収

支の現金支出合計額

「経営の効率化は、地域

の医療提供体制を確保

し、良質な医療を継続的

に提供していくために

は、避けて通れないもの

であり、医療の質の向上

等による収入確保や医薬

品費、医療材料費等の経

費節減に積極的に取り組

むことが重要」なため

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

1 2 2 5 ○
No.73と重複す

るため削除
8 0 0 8

No.73と重複する

ため削除

大項目４　その他

業務の運営に関す

る事項

小項目４

－１　コ

ンプライ

アンスの

推進と適

切な情報

管理

96

研修の受講率（コンプ

ライアンス研修、情報

セキュリティ研修、個

人情報保護に関する研

修）

コンプライアンス遵守の

取組みは「県民誰もが身

近なところで安全かつ効

率的で質の高い医療を受

けることができる体制」

の構築に資する

保健医療計画 5 3 0 8 ×

研修の受講率（コ

ンプライアンス研

修、情報セキュリ

ティ研修、個人情

報保護に関する研

修）

大項目４　その他

業務の運営に関す

る事項

小項目４

－２　施

設整備及

び医療機

器に関す

る事項

97

施設及び設備の整備に

関する実績、資本回転

率

各公立病院は、厳しい経

営状況が続く中で、（中

略）長期的な視点をもっ

て、病院施設や設備の長

寿命化や更新などを計画

的に行うことにより、財

政負担を軽減・平準化す

るとともに、投資と財源

の均衡を図ることが必要

持続可能な地域医療提供

体制を確保するための公

立病院経営強化ガイドラ

イン

4 3 1 8 △ 0 0 0 0

施設及び設備の整

備に関する実績、

資本回転率

※令和５年度第３回以降の評価委員会で、中期目
標とセットで検討（理由：第４期中期目標におけ
る投資に関する目標とセットで検討したい。
鮎澤委員からいただいたイメージ：投資・修繕計
画の策定と見直しをした上での投資・修繕状況、
フリーキャッシュフロー
事務局の目標イメージ→アセットマネジメントと
既存資産の有効活用の観点から、投資の最適化を
目指す
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